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外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力の育成を目指した 
小・中学校の学びを円滑に接続する授業づくり 
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小・中学校学習指導要領(平成29年告示)解説には、小・中学校の学びの接続

について述べられている。また、中央教育審議会(平成31年１月21日)「児童生

徒の学習の在り方について(報告)」には、これからの学習評価の基本的な考え

方について示されている。そこで本研究では、学習内容、評価内容および評価

規準の系統性を踏まえながら授業づくりを行うための「学びの接続 単元プラン

シート」と「授業プランシート」を活用し、小・中学校の学びの円滑な接続を

図った。また、ルーブリックを基にパフォーマンス課題を設定し、フィードバ

ックを行った。その結果、系統性を踏まえた指導と評価を通して、外国語によ

るコミュニケーションを図る資質・能力を目指すことができた。 



                                                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度(2019年度) 外国語科プロジェクト研究 研究概要図 

外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力の育成 

★小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説外国語活動・外国語編 
★中学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説外国語編 

★滋賀の教育大綱(平成 31 年３月策定) 

  ・小学校の学習成果が中学校教育に円滑に接続され、育成を目指す資質・ 
能力を児童生徒が確実に身に付けることができるようにする工夫が必要 

・確かな学力を育む系統的な教育の推進 

実践 

★中央教育審議会「児童生徒の学習評価の在り方(報告)」(平成 31 年１月 21 日) 

    ・子供たち自身が自らの学びを振り返り次の学びに向かうための学習評価 
   ・教育課程や学習、指導方法の改善との一貫性 

接  続 

指導・評価 

「Reflection シート」 

研修 

「授業プランシート」 

 
学習内容 

 評価内容 

小・中学校の学びを円滑に接続する授業づくり 

系統性を踏まえた 
指導と評価 

 授業研究と実践交流 

学習内容・評価内容に 
ついての協議・演習 

    研究のまとめ 

小・中学校の接続の意
義とあり方についての
共通理解 

授業研究と実践交流 

第１回研究会 

第２回研究会 

第３回研究会 

第４回研究会 

第５回研究会 

評価規準 
単元指導計画の作成 

公開授業 

授業プランの修正 

単元指導計画の作成 

公開授業 「学びの接続 単元プランシート」 
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外国語科プロジェクト研究 

 

外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力の育成を目指した 
小・中学校の学びを円滑に接続する授業づくり 

－外国語教育における系統性を踏まえた指導と評価を通して－ 

 

Ⅰ 主 題 設 定 の 理 由 

 

小学校学習指導要領(平成29年告示)解説外国語活動・外国語編、中学校学習指導要領(平成29年告示)

解説外国語編(以下、学習指導要領解説という。)には、小・中学校の学びの接続について、「小学校ま

での学習成果が中学校教育に円滑に接続され、育成を目指す資質・能力を児童生徒が確実に身に付ける

ことができるよう工夫する必要がある」１) ２)と述べられている。さらに、「学校種間の接続が十分とは

言えず、進級や進学をした後に、それまでの学習内容や指導方法等を発展的に生かすことができていな

い」i)とも指摘されている。また、「滋賀の教育大綱」(平成31年３月策定)においても、確かな学力を育

む系統的な教育を推進するとしており、小学校から中学校への学びを円滑に接続できるよう教員が相互

に授業参観や情報交換をするなど、教科の特性を踏まえて子どもの学びについての理解を深めるととも

に、小・中学校間の連携を推進しながら、より効果的な教科指導に努めることとしている。 

一方、評価については、中央教育審議会(平成31年１月21日)「児童生徒の学習評価の在り方について

(報告)」に、指導者が「子どもたちにどういった力が身に付いたか」という学習の成果を的確に捉え、

子どもたち自身が自らの学びを振り返り、次の学びに向かうことができるようにするものとして位置付

け、教育課程や学習・指導方法の改善との一貫性をもたせることの重要性が示されている。 

そこで、本研究では、外国語教育における系統性を踏まえた指導と評価を通して、外国語によるコ 

ミュニケーションを図る資質・能力の育成を目指し、小・中学校の学びを円滑に接続する授業づくりを

充実させる必要があると考え、本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研 究 の 目 標  

 

 小・中学校の学びを円滑に接続する授業づくりに向けて、外国語教育における系統性を踏まえた指導

と評価について研修・実践することで、外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力の育成を目

指す。 

 

Ⅲ 研 究 の 仮 説  

 

小・中学校の研究委員が外国語教育における系統性を踏まえた指導と評価について協議、授業実践、 

授業参観を重ね、小・中学校の学びを円滑に接続する授業づくりについて研修・実践すれば、外国語に

よるコミュニケーションを図る資質・能力の育成につながるだろう。 

 

 

 

                             
i） 各都道府県・市町村教育委員会および全ての公立小学校、中学校、高等学校を対象とした「平成 30年度 英語教育実施状況調査

(文部科学省)」によると、小中連携の状況について「実施している」と回答していたのは全体の 80.6％。その取組内容について、

「小中連携したカリキュラムの作成」と回答していたのは 16.4％にとどまっている。 
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Ⅳ 研究についての基本的な考え方 

 

１ 小・中学校の学びを円滑に接続する授業づくり 

(１) 小・中学校の学びを円滑にするための接続 

   令和２年度より小学校第３学年から外国語活動、第５学年から教科としての外国語科が全面実施

となり、学習指導要領解説では、指導者は、各学校段階の目標・学習内容等を基に、小学校は中学

校を見据えて、中学校はそれを踏まえて発展的に生かすなど、これまで以上に小・中学校の接続が

求められている。また、第二言語習得(別の母語を有する者がその言語を習得した状態)のためには、

学習者の現在のレベルだけでなく次のレベルに向けた最適なインプットが必要であり、そのイン 

プットの内容は、既習表現等を基に理解されるものである。この英語科教育法におけるi+1と呼ばれ

る考え方にのっとり、既習事項を組み合わせながらインプットすることなどをはじめとした各学校

段階間の系統性ある学びが不可欠である。 

 そこで、本研究では、このような接続のために、異なる学校段階の研究委員が互いの学校段階で

の目標・学習内容等の系統性を共通認識することにより、それぞれの指導と評価に系統性が生まれ

ると捉え、協議、授業参観および授業づくり等についての研修と実践を往還させることとする。な

お、言語材料と言語活動i)の配列についての系統性を踏まえるために「小・中学校言語活動系統早見

表(外国語活動・外国語科)」ii)(表１)等を活用する。それにより、系統性を踏まえた指導と評価を

通して、小・中学校にわたる外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力の育成がより一層

充実すると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

(２) コミュニケーションを図る資質・能力の育成を目指した授業づくり 

   コミュニケーションを図る資質・

能力の育成を目指すために、外国語

教育の言語活動は、意味内容を伴い

ながら、目的や場面、状況等が設定

されるなど、必然性が求められる。

例えばSmall Talk (児童生徒と指導

者、または、児童生徒同士の英語によるやり取り)は、最終的に目指す児童生徒の姿のモデルを英

語のやり取りをしながら示すものである。このようにスモールステップを踏んで、前学年までに十

分に音声で慣れ親しんだ表現を用いながら、身に付けるべき表現や語彙を段階的に使う必要がある

(図１)。そこで「小・中学校言語活動系統早見表(外国語活動・外国語科)」や学習指導要領等を参

照し、扱う言語材料について選定するなど、小・中学校の系統性を踏まえることとする。 

                             
i） 

外国語教育における言語活動は、学習指導要領解説によると、「五つの領域」(「聞くこと」「読むこと」「話すこと(やり取り)」

「話すこと(発表)」「書くこと」)の目標を踏まえながら統合して設定されるものと示されている。 
ii） 平成 30 年度滋賀県総合教育センター「研究員派遣による学校支援に関する研究(外国語活動)」の成果物の一部抜粋。本研究では、

著作者の意向により名称を変更して扱っている。 

図１ コミュニケーションを図る資質・能力の育成のための工夫 

①単元末に設定されたゴールを知り、そのために必要な新しい

表現に出会う活動 

②新しい語彙や表現に慣れる活動 

③表現(やり取り)により慣れる活動 

④友達と協力して課題を達成するコミュニケーション活動 

表１ 「小・中学校言語活動系統早見表 (外国語活動・外国語科)」(一部抜粋) 
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２ 系統性を踏まえた指導と評価(「学びの接続 単元プランシート」を活用した単元指導計画のあり方) 

系統性を踏まえた授業づくりには、パ 

フォーマンス課題i)などの言語活動等、指導と 

評価の系統性を踏まえた学習到達目標の設定 

が必要である。そこで、学習指導要領解説に 

ある学校段階別一覧表「五つの領域別目標」 

が一目でわかる「学びの接続 単元プランシー 

ト」(図２)を作成・活用して単元を構想する。 

このシートは、指導と評価の系統性を明らか 

にするために、児童生徒に付けたい力に基づ 

いた言語活動の設定や言語材料等の小・中学 

校における指導の系統性を踏まえた計画を記 

入できるようになっている。これにより、単 

元目標だけでなく、何ができるようになるの 

か(Task)、話題・内容(Text)、支援(Condition)、 
英語の質(Quality)についても系統性を踏まえ 

て言語活動を設定することとなり、指導者が、 

具体的な指導方法を構想することができると 

考える。 

また、児童生徒は単元目標や本時の目 

標を知り、自らの学びや変容をルーブ 

リック(評価指標)や記述(①できるよう 

になったこと②できるようになったと思 

われる理由③次へのチャレンジ)等を用 

いて振り返るための「Reflectionシート」 

(図３)を活用する。これらにより、指導者 

は、児童生徒の振り返りから変容等を見 

取り、それを基に授業改善を行うと同時 

に、系統性を踏まえながらの総括的評価 

だけでなく指導を含む形成的評価ii)も取 

り入れることができ、資質・能力の育成につながる学びの深まりが期待できる。 

 

Ⅴ 研 究 の 進 め 方 

 

１ 研究の方法 

(１) 小・中学校の接続の意義とあり方について共通理解を図る。 

(２) 研究委員の協働により、各校の年間指導計画を基に、単元指導計画を構想し、系統性を踏まえた 

指導と評価を進める。 

(３) 構想に基づき実践授業と協議を重ね、さらなる改善を目指す。 

                             
i） 

パフォーマンス課題では、スピーチ、ロールプレイ、発表等、様々な知識やスキルを総合して使いこなす。 
ii）

形成的評価については、①児童生徒が学習の目標について知っていること②児童生徒が学習の目標と自分の現在の学習状況の乖離 
を知ること③児童生徒が乖離を指導されることが必要とされる。 

図２ 「学びの接続 単元プランシート」 

図３ 「Reflection シート」 

 
児童生徒に付けたい力とそれ
を用いた言語活動の設定 

 

 

学校段階別に示した 
五つの領域別目標 
(学習指導要領解説より) 

 
単元の流れを見通す計画表 

 

 

 ルーブリックによる自己評価で具
体的に学習を振り返り 

 

 

一
目
で
わ
か
る
単
元
を 

通
し
た
授
業
の
振
り
返
り 

 
できるようになったこと・で
きるようになったと思われ
る理由・次へのチャレジを記
述することによるさらなる
学びの深まり 

  単元の振り返り 

言語材料の系統性 
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(４) 言語活動における児童生徒の変容や児童生徒・指導者質問紙調査および振り返りシートの記述を

基に成果と課題をまとめる。 

 

２ 研究の経過 

４月 

５月 

５月～10月 

６月 

 

７月 

研究構想 研究推進計画の立案 

第１回研究会 

研究委員による実践 

児童生徒・指導者質問紙調査(事前) 

第２回研究会 

第３回研究会 

10月 

 

 

11月～12月 

１月 

２月 

３月 

第４回研究会 

児童生徒・指導者質問紙調査(事後) 

第５回研究会 

研究論文原稿執筆 

研究発表準備 

研究発表大会 

研究のまとめ 

 

Ⅵ 研 究 の 内 容 と そ の 成 果 

 

１ 小・中学校の学びの円滑な接続のための研修 

図４に示す研修と実践の往還により、系統性を踏まえた指導と評価を明確にした授業づくりを進め

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 学習内容における系統性の把握(「小・中学校学習内容系統図」)  

   小学校第３学年から７年間に渡

る学習内容の系統性 (例えば、中

学年は音声言語のみで、高学年は

文字言語も扱う等)の把握をねら

い、一覧性のある「小・中学校学

習内容系統図」(図５)を研究委員

が協議して作成した。このことに

より、言語材料(「小・中学校言語

活動早見表」を活用)を取捨選択し

ながら、目的や場面、状況等を設

定するなど、より系統性を踏まえた言語活動とすることができ、また、i+1に即して既習表現を活用

した言語活動を設定することで、より円滑な接続が可能になると考えた。 

図４ 本研究における研修と実践の往還 

図５ 「小・中学校学習内容系統図」(一部抜粋) 
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(２) 評価内容・評価規準における系統性の把握i)(「小・中学校評価内容系統図」「小・中学校評価規

準系統表」) 

  小学校外国語科の導入に伴い、中学校での視点を基に評価の系統性について協議し、それを受け 

て研究委員が「小・中学校評価内容系統図」(図６)と「小・中学校評価規準系統表」(表２)を作成 

した。これらを活用することで、評価内容と規準の系統性が可視化され、系統性を踏まえた協議と 

実践へとつながった。 

 

 

２ 系統性を踏まえた実践 

系統性を踏まえた指導と評価につ 

いて研修と実践の往還を進めた。そ 

のうち、第２・４回研究会において 

公開授業を設定した。授業づくりを 

行う中で、言語活動、学習内容、評 

価内容および評価規準を踏まえて単  

元構想するために「学びの接続 単元 

プランシート」と、それを基に１時 

間の授業を具体的に構想するための 

「授業プランシート」(図７)を活用 

した。これらの系統性に基づきSmall  
Talk等における形成的評価として 

フィードバック ii)を進め、パフォー 

マンス課題についてもその系統性を踏まえることとし、指導と評価が一体的になされるようにした。 

指導者は、Small Talk等でその課題のモデルを示し、ルーブリックを指導者と児童生徒で活動前後に共 

有した。  

                             
i) 「読むこと」「書くこと」の指導と評価について扱う際には、平成31年度全国学力・学習状況調査の中学校英語科を取り上げ、問題

と解答類型を基に協議し、例えば、自由英作文においては、内容と伝え方についての小・中学校の系統性等を踏まえた指導と評価が

大切であることを確認した。 
ii） 

英語教育におけるフィードバックとは、指導者が意図したことに照らしたときに、どのように学習者が行っているかについて情 
  報を与えることとされる。例えば、日本語によるものや相づちに関するもの、話し手が I~. を用いて話した内容を、聞き手が 

You~. を用いて応じる等のリキャスト(recast)によるもの(例えば、A : I like dog*. B: Oh, you like dogs.*は誤用を含む)等である。 

図７ 「授業プランシート」 

単元構想 授業構想 

 

 

 

目的や場面、状況など明確にした中心活動の設定 

(Task, Text, Condition, Quality から考える) 

 

図６ 「小・中学校評価内容系統図」(一部抜粋) 

 

表２ 「小・中学校評価規準系統表」(一部抜粋) 

 

授業後の指導者の振り返り 

 

単元の評価規準 

 

児童生徒の自己評価(ルーブリックの内容を記載) 

 

CAN-DO リストとの整合性 
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(１) 系統性を踏まえた指導 

   第１回研究会後、言語材料の選定や指導方法等における系統性に焦点を置いた実践を進めたとこ

ろ、日頃の授業においてどの学校段階でも、音声から文字への系統性等を複合的に伴いながら展開

されていることが分かった。ここでは、これらの系統性のうち、７年間を通して他の系統性を含み

ながら行うSmall Talk等の言語活動における系統性について取り上げ実践事例を挙げる。 

ア お互いの考えや思い等を伝え合う(小学校第３学年 ‟How many circle‛s’?” ‟Five. How many  
circle‛s’?”) 

 ここでは、児童が指導者のや 
り取りを聞き、聞いたことを 
基に児童同士でお互いの考えや 
思い等を伝え合う事例を示す。  
これは、音声言語は文字言語 

   よりも先に、主語・動詞を伴わな 
い一語文は伴う文よりも先に習 
得するという系統性を踏まえた 
ものである。まず、図８のとおり  
指導者が身の回りのものを指し 
ながら、‟One, two ,three…. How many?”と一語文と主語・動詞を伴わない疑問詞から始まる文のみ 
で語りかけた。児童は、文字を介さずに音声のみで何度も聞いて理解しようとし、音声で十分慣 
れ親しみ、その後、指導者から‟How many circle‛s’?”と問われると、‟Six.”や‟Five.”と応じており、 
聞いて理解するだけでなく、音声で十分慣れ親しんだ表現を使って自分の考えや思い等をその場 
で話すことができた。その後、指導者は小学校第５学年からのSmall Talkを見据えて、児童同士の 
やり取りへと進めた。児童Ａが、指導者の語りかけの中にそれまでに習得した表現‟How many  
circle‛s’?”を用いて児童Ｂに尋ねると、児童Ｂは‟Five. ” と答えるだけでなく、さらに続けて‟How  
many circle‛s’?”と児童Ａに聞き返した。このように、指導者が音声のみの一語文(‟One, two, three 
…. How many?”)を繰り返し使うことで、児童同士もお互いの考えや思い等を伝え合うこと(‟How  
many circle‛s’?” ‟Five. How many circle‛s’?”)ができた。 

イ 音声で十分慣れ親しむ(小学校第４学年 ‟What day do you like?” ‟ I like(曜日).” ‟Why?”) 
ここでは、児童と指導者による英語 

   のやり取りが、音声で十分慣れ親しみ 
ながら進めるインプットの役割を果 
たすとともにi+1に相当する実際の言 
語活動のモデルを示す事例を示す。ア 
ウトプットはそれまでに大量のイン 
プットを要し、インプットは既習表現 
を含む i+1であるべきだとされてい 
る。そこで、第１～３時の導入として 
継続して曜日の歌を歌うことで、曜日を表す語彙に音声で慣れ親しむこととした。この語彙単位 
のインプットの後、第２時からは、文単位のアウトプットとして‟What day is it?” ‟It’s (曜日).”の 
やり取りを設定した。さらに、単元末には、既習の‟what day”と‟do you like”を組み合わせて用 
い、好きな曜日‟What day do you like?” ‟ I like(曜日).”のやり取りを設定した。また、さらに小学 

 

図９ 小学校第４学年の英語でのやり取り 

＊input: 入力  intake: 内在化  output: 出力 

図８ 小学校第３学年の英語でのやり取り 
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校第５学年からのSmall Talkを見据えて、「小・中学校学習内容系統図」を基に、理由を尋ねる 
表現‟Why《 do you like(曜日)》?”を取り入れてやり取りの往復を増やし、内容を広げることとし 
た。また、外国語活動段階では慣れ親しむことを目標としていることから、児童が抵抗なくやり 
取りできるよう理由を述べる時に用いる表現‟because”は使用せず、小学校第３学年時の既習表現 
‟I play the piano.”等を使って児童と指導者でやり取りした(p.6の図９)。 
このように、指導者によるやり取り(‟What day do you like?” ‟ I like(曜日).”)は、インプットと

して音声で慣れ親しむことに加え、同時にi+1に相当するやり取り(‟Why?” ‟I play the piano.”)のモ

デルが示されるという言語活動と言語材料の系統性を踏まえたものとなっている。 
小学校中学年で主に指導者と児童の間でなされた英語でのやり取りは、高学年では主に児童同

士によるSmall Talkへとさらに高まる。また、指導者が語りかけた英語のテーマについて英語のま

まで聞いて理解したうえで、児童同士でSmall Talkを行うこととなる。このように、Small Talkに
おいても小学校中学年の英語でのやり取りと同様に十分音声で慣れ親しみながら、活動とフィー

ドバックを繰り返しつつ、学年間の系統性を図ることとなる。 

ウ 英語でのフィードバック(中学校第２学年 “What do you want to be?” ‟I want to be a table tennis  
player.”  ‟When do you start table tennis?”)        

 中学校学習指導要領解説では、生徒の「話すこと」の領域として、即興性が求められている。

そのため、まず、小学校で学習した言語活動や言語材料を使いながら、すでに扱ったテーマで、

即興性のあるSmall Talkを数分間行う。実際にやり取りしながら、スモールステップを踏みつつ新

しい言語材料を指導者が使って見せ、さらには、日常的、社会的な話題へと徐々にテーマを広げ

ながら即興性のあるSmall Talk等の言語活動へと高めていく導入で授業を始める、といった系統性

を踏まえた指導が必要である。このように、小学校でのSmall Talk等の言語活動を踏まえて、内容、

言語材料ともに高まったSmall Talk等の言語活動を行った。 

 ここでは、指導者による英語でのフィードバックがi+1としてのインプットとしての役割を果  
たしながら、言語活動が重ねられることで、生徒の発話の質も高まった事例を示す。 
 まず、図10のとおり、    
小学校の既習表現であ 
る就きたい職業を伝え 
る時に用いる表現 ‟ I  
want to be~.”について、 
小学校の使用教材等を 
使ってインプットして 
から、生徒同士でやり取 
りをした。その後、指導 
者は、系統性を踏ま 
えて、やり取りのよ 
かった点を生徒に英語 
で語りかけて共有した。 
さらに生徒のやり取りを引用しながら‟C-san said, ‛I want to be a table tennis player.’ What do you ask  
C-san some questions about it?” と英語でフィードバックした。また、‟For example, we can ask her  
‛When do you start table tennis?’ ” (中学校第１学年で既習)”と英語で語りかけたところ、生徒は、 
指導者が示した表現をその後の「話すこと」の活動で使い、言語材料と往復数を増やしながら会 
話の内容をさらに深めることができた。 

図10 中学校第２学年のSmall Talk 
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 このように、指導者が英語によるフィードバックを行うことで、生徒の発話は、小・中学校の 
系統性を踏まえたインプット(“What do you want to be?” ‟I want to be a table tennis player.”小学校の 
既習の言語材料‟want to ~”を使用)とi+1(‟When do you start table tennis?”単なる相づちではな 
く、内容を広げる切り返し)によるフィードバックが反映されたものとなった。 

エ 即興性のある生徒同士のSmall Talk(中学校第３学年 ‟Which do you want to go, Hokkaido or 
Okinawa?” ‟I want to go to Hokkaido.” ‟Why?” ‟Because there are a lot of delicious foods. I like 
crab.”) 
ここでは、より質の高い言語 

材料の活用と内容を保ちなが 

ら、即興性のある生徒同士の 

Small Talkが生まれた事例を 

示す。 

指導と評価の一体化をね 

らい、図11のように、活動前 

に、生徒と指導者がルーブ 

リックを共有した。第２学 

年までの学びを踏まえ、生 

徒同士のやり取りは、副詞 

節を伴う文など、さらに高 

度化される。まず、音声によ 

る新出表現のインプットを 

経てから、それらを使って 

自分の考えや思い等を伝え 

合った。生徒Ｄが‟Which do  
you want to go, Hokkaido or  
Okinawa?”と生徒Ｅに問い 

かけると、生徒Ｅは‟I want to  
go to Hokkaido.”と答えた。生 

徒Ｄがさらに、生徒Ｅに 

‟Why?”と理由を尋ねたとこ 

ろ 、 生 徒 Ｅ は 、 す ぐ に 

‟Because… there are a lot of  
delicious foods. I like crab.”と 

自分の考えを伝え、さらに 

生徒Ｄに‟Which do you want  
to go, Hokkaido or Okinawa?” 
と質問を返した。生徒Ｄが‟I  
want to go to Hokkaido.”と答えたところ、生徒Ｅは、すぐに‟Why?”と理由を聞き、生徒Ｄは‟Because  
I like skiing. I want to go there.”と応じることができた。このように、質の高い言語材料の活用と内 

容を保ちながら、即興性のある生徒同士のSmall Talk (‟Why?” ‟Because there are a lot of delicious foods.  
I like crab. ”等)が成立していた(図12)。 

このような高まりは、図13のとおり、どの校種、学年においても、同様に見られた。 

図11 生徒と共有するルーブリックの評価内容の一例 

①流暢性：既習の言語材料を駆使して、自分が伝えたい内容(思考・判断)をでき 
るだけ情報豊富に伝えることができたか。 

②正確性：正しい英語で、正しい発音・イントネーションで、自分が伝えたい内
容(思考・判断)を伝えることができたか。 

③表現力：声の大きさや抑揚、アイコンタクト、ジェスチャー等を工夫して、自
分が伝えたい内容(思考・判断)を表現豊かに伝えることができたか。 

 

図12 中学校第３学年のSmall Talk 

図13 本研究で見られたSmall Talkの系統性 
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(２) 系統性を踏まえた評価 

   第３回研究会では、評価方法に焦点をあてた授業づくりについて協議し、そのことを基に実践を 

進めた。ここでは、系統性を踏まえた形成的評価を取り入れた実践事例を挙げる。指導者は、CEFR- 
Ji)や新滋賀県モデル『CAN-DOリスト』等の指標を参考に系統性を踏まえてルーブリックを作成し、 

本時の到達段階をＢ、発展的な学習状況をＡ、支援があればできる段階をＣとして３段階で評価す 

ることとした。また、これらをフィードバックを通して児童生徒と共有し、自己評価にも活用した。 

ア 指導者と生徒のルーブリック共有 (中学校第３学年「話すこと(やり取り)・(発表)」の領域)   

 本単元末は「『中学生にスマートフォン 

は必要か必要でないか』についてグループ 

で５分以上議論する活動」を設定し、「話 

すこと(やり取り)」の領域で評価すること 

とした。系統性のある評価として国内の 

中学生や高校生対象のディベート大会等 

での指標なども参考にし、ルーブリックを設 

定した(図14)。生徒は、それに基づくフィー 

ドバックを得ることで、言語材料、内容、 

即興性とも質の高いディベートを行うこ 

とができた。また、事前にルーブリックを指導者と生徒が共有することで、領域だけでなく観点 

ごとに系統性のある目標をもった学びとなった。今回のディベートの学習における指導と評価 

は、高等学校外国語科のディスカッション等にもつながり、言語の働きに関する系統性を見据え 

たものとなっている。 

イ  次の学年を見据えた指導と評価の視点をもったフィードバック(中学校第２学年「話すこと(発 

表)」の領域)  
   本単元末は「自分たちが立てたおもて 

  なし計画を発表する活動」を設定し、「話 

  すこと(発表)」の領域で評価することと 

した。指導者は第３学年を見据えて、 

観点別のルーブリックを設定した(図15)。こ 

のルーブリック(例えば、縦軸「英語表現」と 

横軸「Ｂ」の評価規準)を基に英語による 

フィードバック(例えば、‟You want to say we  
can enjoy hockey games here.”下線は既習表現)をしたところ、言語材料の増加、内容の高まりが見 

られた。このように、指導者が第３学年を見据えた指導と評価の視点をもってフィードバックを 

することで、話し手の発話(例えば、‟I want to enjoy hockey .”)に対して‟I want to go to the library to  
read some books.”(「ホッケーに関する本を読みたい」の意で)と英語でコメントする姿が見られ、 

言語活動の内容、言語材料等の質の向上につながった。  

 

                             
i) 国際的な基準：CEFR(Common European Framework of Reference for Languages : Learning, teaching, assessment 外国語の学習・教 

授・評価のためのヨーロッパ共通参照枠) は、５つのタスクで示されており、communicative competence(コミュニケーション能 
力)、linguistic competence(従来の語彙・文法などの知識と技能), sociolinguistic competence(社会的文脈などを考慮して言葉を使え 

る力), pragmatic competence(場所・状況・相手などを考慮してことばを使える力)と定義されている。CEFR-Jは、これをベース

に、日本の英語教育での利用を目的に構築された新しい英語能力の到達度指標であり、「言葉を使って何ができるか」について

文章で明示するcan do という能力記述子（descriptor：デスクリプタ）が用いられている。  

図14 議論(ディベート)におけるパフォーマンス評価の 
ルーブリック(「話すこと(やり取り・発表)」の領域) 
(研究協力校Ｂ中学校第３学年) 

図15 おもてなし計画の発表におけるパフォーマンス評
価のルーブリック(「話すこと(発表)」の領域) 
(研究協力校Ａ中学校第２学年) 
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ウ ルーブリックを基にしたフィードバック(小学校中学年「話すこと(やり取り)の領域」) 

 第３学年 Let’s Try!① 「Unit８What’s  
 this? これなあに？」と第４学年Let’s Try!   
 ②「 Unit５Do you have a pen? おすすめの 

文房具セットをつくろう」の単元では、指 

導者は、「小・中学校評価内容系統図」や 

「小・中学校評価規準系統表」を活用しな 

がら、ルーブリックを作成して授業を進め 

た。その際、指導者は、中学校の授業参観 

等を通して、活動と活動の間に英語を使っ 

てフィードバックを行っているのを知り、   

その後の授業で、児童のリアクションに関  

するフィードバックを日本語で行った。 

 第４学年では、単元末に「友達と協力 

 して、文房具セットを完成させる活動」を、 

 第３学年では、単元末に「自分が選んだ 

ものについて適切なヒントを考え、クイズ 

を出し合う活動」を設定し、いずれも「話 

すこと(やり取り)」の領域で評価すること 

とした(図16、17)。 

 指導者は、ルーブリックに基づいて、児童がリアクションする場面を選んでタブレットで撮影 

し、児童にフィードバックとして示した。すると、視聴した友達のリアクションをその後の言語 

活動で活用する児童の姿が見られた。このように、ルーブリックを基にしたフィードバックを活 

動と活動の間に取り入れることで、児童の発話は、それが反映されたものとなり、内容、言語材 

料、伝え方の質を上げることができた。 

以上のように、次の学校段階を見据えて指導と評価を行うことで、より系統性を踏まえた言語  

   活動が重ねられることとなり、外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力の育成につな 

がると考えられる。パフォーマンス評価に用いた作品をポートフォリオとして蓄積して、児童生

徒の能力がどのように進歩したかを長期間に渡って確認するなど、指導と評価の一体化が系統性

をもって図られることが求められる。 

 

(３) ルーブリックを用いた自己評価と児童生徒同士の相互評価 

授業者が意図した系統性に基づいて、児童生 

徒が自分の目標を設定できることをねらい、 

ルーブリックと記述(①できるようになったこ  

と②できるようになったと思われる理由③次 

へのチャレンジ)による自己評価を図18の 

「Reflectionシート」を用いて行った。その結 

果、児童生徒は、自分のできるようになったことを客観視し、「違うクラスのことも調べてみたい」 

と、英語によるやり取りの内容に着目しながら次の目標をもつようになった。また「Do you like～. 
をもっと使いたい。」(小学校第３学年)や‟ I could tell my ideas and reasons and understand the others’  

ideas.”(中学校第３学年)など、記述には英語の使用も見られた。 

図18 児童生徒同士の自己評価(Reflectionシートより) 

   (研究協力校Ａ小学校第３学年) 

図16 ルーブリック「話すこと(やり取り)」の領域 
 (研究協力校Ｂ小学校第４学年) 

図17 ルーブリック「話すこと(やり取り)」の領域 
(研究協力校Ｃ小学校第３学年) 
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  さらに、小学校段階では日本語で、中学校段階 

では日本語または英語で相互評価を行った(図 

19)。児童生徒は友達が話す英語を聞いて、‟Smith  

will enjoy playing hockey game.” ‟ Sushi is good tasty.  

Your plane is nice.” のように内容や自分の考えを 
述べ、‟ Your speech is nice. ”のように伝え方につ 
いても、英語でコメントを記述していることから、友達が話す英語の内容を聞いて理解し、かつ聞 

いたことを基に書くことができたと考える。 

 

３ 児童生徒と研究委員の変容 

(１) 児童生徒の変容 

  このように、小・中学校の学びを円滑に接続 

するために、系統性を踏まえた授業を行った 

結果、児童生徒の多くの「Reflectionシート」 

において、できるようになったことの記述が 

増えた。また、質問紙調査では、図20のとおり  

質問項目「自分のことを英語で話したい」「友 

達と英語で話したい」について肯定的な回答を 

した割合が、小・中学校ともに事前(６月)より 

事後(10月～11月)に増加した。 

 

(２) 研究委員の変容 

当初、研究委員からは、小・中学校の接続、 

系統性や評価への戸惑いがうかがえた。しか 

し、前述のように研修と実践の往還を繰り返 

すことで、系統性に着目した参観と授業づく 

りについての記述が見られるようになった。また、質問紙等の記述からは、「これまで主に単元や  

授業に着目してきたが接続や系統性を踏まえて授業づくりを行った結果、授業の質が上がった」と 

する研究委員の手ごたえがうかがえる(表３)。 また、公開授業の設定については、多様な系統性が 

顕著に表れることを想定して小学校第４学年、中学校第３学年の２回としたが、「小・中学校で互 

いの授業を参観し、協議することは、学びを円滑に接続するうえで意義があった」としている。 

 小学校教員 中学校教員 

研
究
会
後 

小・中学校 7 年間で、子どもたちの英語へ
の興味関心を持続させながら、かつ無理なく
コミュニケーション能力を養うために、この
学年でここまでの力を付けるという一つの規
準を考えることができた。 

今回の実践を通して、言語材料や指導方法な
どの系統性がよく分かった。次は、実際に中学
校区の小学校でどのような授業が行われてい
るのかなどを見学し先生方と交流できたら良
いと感じる。また、日々の授業で今回学んだ系
統性を意識した授業づくりをしていきたい。 

授
業
参
観
後 

中学校第３学年の授業を見せていただけた
ことで、出口の姿がより鮮明になった。学習内
容や学び方のつながりを意識し、これからの
外国語活動・外国語科の授業づくりに生かし
たい。 

小学校の外国語活動では、図や絵を用いなが
ら All in English でも分かるよう指導されてい
た。中学校でも図や絵を授業に取り入れること
で、英語が苦手な生徒や英語の読み書きが苦手
な生徒も、やり取りの内容を理解することがで
きると思った。 

(回答総数 50) 

 

図19 言語活動時における生徒同士の相互評価の一部 

(研究協力校Ａ中学校第２学年) 

(事後)  
 

友だちと英語で話したいと思う 

【小学校】

 
(事前) 

(事後)  
 

(事前) 

(事後)  
 
【中学校】 

今までに学習したことと、新しく学習したことを使っ
て自分の思いや考えを英語で伝えようとしている 

(事前) 

今までに学習したことと、新しく学習したことを使っ
て友だちと英語で会話をしようとしている 

図20 児童生徒質問紙調査の結果 

 

(事前) 

(事後)  
 

当てはま
らない 

どちらかと
いえば当て
はまらない 

どちらかと
いえば当て
はまる 

当て 

はまる 

生
徒
氏
名 

表３ 本研究における指導者の振り返り(下線は筆者) 

 

自分のことを英語で話したいと思う 

(回答総数 89) 
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Ⅶ 研究のまとめと今後の課題 

 

１ 研究のまとめ 

(１) 指導者が、学校段階別の学習内容、指導方法および評価等について把握し、系統性を踏まえて目 

的や場面、状況などを設定した言語活動を行うことで、外国語によるコミュニケーションを図る資 

質・能力の育成につながった。 

(２) 系統性を踏まえて児童生徒自身が自己評価を行った結果、児童生徒は、自分のできるようになっ

たことや次にできるようになりたいこと等をそれらに基づいて具体的に捉えることができた。 

(３) 指導者が、系統性を踏まえた評価について協議をした結果、五つの領域と三観点とを関連させな

がらルーブリックを構想したうえで、目的や場面、状況などを設定したパフォーマンス課題とその

評価方法を見いだすことができた。 

(４) 小・中学校相互の授業参観を行ったことで、研究委員が、授業の中で英語を使用する場面や、児

童生徒でやり取りする場面が増え、同時に児童生徒の英語の発話についても質・量・内容ともに高

まった。  

 

２ 今後の課題 

(１) 小・中学校の指導者同士による授業参観に加えて、学習内容や指導方法、さらに、系統性、信頼 

性、妥当性のある評価方法等についての研鑽の場を体系的、継続的に設定するなどして、小・中学 

校の接続を進めていく必要がある。 

(２)  指導者は、校種間、学年間の系統性を踏まえた言語活動として、教室内だけでなく、より一層、 

実践的かつ実用的な目的や場面、状況などを設定した言語活動を取り入れる必要がある。 
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